
河 川 関 係都市・住宅整備関係



【
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
に

向
け

た
経

済
構

造
の

転
換

・
好

循
環

の
実

現
】

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

国
営

公
園

事
業

（
海

の
中

道
海

浜
公

園
）
【
直

轄
】
（
福

岡
県

福
岡

市
）

建
政

－
１

【
園

内
全

域
】

園
路

、
防

護
柵

改
修

・
修

繕
貯

水
槽

改
修

建
物

修
繕

遊
具

整
備

【
位

置
図

】

海
の

中
道

海
浜

公
園

福
岡

県

【
公

園
平

面
図

】
防

護
柵

劣
化

状
況

防
護

柵
修

繕
（
イ

メ
ー

ジ
）

■
概

要
海
の
中
道
海
浜
公

園
は
、
北
部
九
州
の

広
域
的
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
需
要
等
に
対

応
す
る
た
め
に
整
備

を
進
め
て
い
る
国
営

公
園

■
補

正
予

算
概

要
・
屋
外
空
間
に
お

け
る
賑
わ
い
の
場
の

充
実
を
図
る
た
め
、

安
全
・
安
心
な
利
用

環
境
の
確
保
に
留
意

し
つ
つ
、
遊
具
の
整

備
を
実
施

・
地
域
の
広
域
避

難
場
所
と
し
て
の
機

能
を
確
実
に
発
揮
す

る
た
め
、
貯
水
槽
、

建
物
の
改
修
・
修
繕

を
実
施

・
予
防
保
全
型
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
、
早
期
に
対
策

が
必
要
な
園
路
、
防

護
柵
等
の
改
修
・
修

繕
を
実
施

事
業

費
：

６
０

０
百

万
円
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【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

事
業

間
連

携
下

水
道

事
業

（
小

倉
都

心
部

地
区

）
【
補

助
】
（
福

岡
県

北
九

州
市

）

■
概

要
北

九
州

市
の

小
倉

都
心

部
で

は
、

近
年

局
地

的
豪

雨
に

よ
る

中
小

河
川

等
か

ら
の

溢
水

に
よ

り
、

浸
水

被
害

が
多

発
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
対

象
流

域
に

お
け

る
河

川
の

水
位

低
下

及
び

浸
水

被
害

の
軽

減
を

目
的

と
し

て
、

下
水

道
と

河
川

が
連

携
し

、
そ

れ
ぞ

れ
浸

水
対

策
を

実
施

し
て

い
る

。
■

整
備

内
容

：
雨

水
貯

留
管

Φ
3
,0

0
0
、

L
=
1
,5

0
0
m

、
V

=
9
,5

0
0
 

(プ
ー

ル
約

2
6
杯

分
) 

■
事

業
期

間
：
平

成
3
0
年

度
～

令
和

3
年

度
■

事
業

主
体

：
北

九
州

市
■

事
業

内
容

：
小

倉
都

心
部

の
昭

和
町

地
区

に
お

い
て

、
雨

水
貯

留
管

の
整

備
を

促
進

す
る

。

床
上

浸
水
：

6戸
床
下

浸
水
：

19
2戸

床
上

浸
水
：

0戸
床
下

浸
水
：

2戸

整
備

前

※
河

川
部

局
に

よ
る

紫
川

・
神

嶽
川

の
整

備
（
河

床
掘

削
、

築
堤

等
）
効

果
も

含
む

整
備

後

 
雨

水
貯

留
管

イ
メ

ー
ジ

 

雨
水

貯
留

管

 Ｊ
Ｒ

小
倉

駅
 Ｊ

Ｒ
小

倉
駅

北
九

州
市

役
所

北
九

州
市

役
所

建
政

－
２

《
事

業
の

効
果

》

【
浸
水

深
】

1
4
5
c
m
以

上
(
床

上
浸

水
1
m
 
 
以

上
)
 
 
 
 
 

9
5
c
m
以

上
～

1
4
5
c
m
未

満
(
床

上
浸

水
1
m
 
 
未

満
)

4
5
c
m
以

上
～

9
5
c
m
未

満
(
床

上
浸

水
5
0
c
m
未

満
)

2
0
c
m
以

上
～

4
5
c
m
未

満
(
床

下
浸

水
)

1
c
m
以

上
～

2
0
c
m
未

満
実

績
浸

水
範

囲

河
川

改
修

《
位

置
図

》

事
業

費
：
４

６
０

百
万

円

平
成

２
５

年
７

月
豪

雨
浸

水
被

害
範

囲
が

大
幅

に
減

少
の

見
込

み

整
備

前
整

備
後

（
浸

水
戸

数
）
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【
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
に

向
け

た
経

済
構

造
の

転
換

・
好

循
環

の
実

現
】

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

国
営

公
園

事
業

（
国

営
吉

野
ヶ

里
歴

史
公

園
）
【
直

轄
】
（
佐

賀
県

神
埼

市
、

吉
野

ヶ
里

町
）

建
政

－
３

■
概

要
国
営
吉
野
ヶ
里
歴

史
公
園
は
、
我
が
国

固
有
の
優
れ
た
文
化

的
資
産
で
あ
る
吉
野

ヶ
里
遺
跡
の
保
存
と

活
用
を
目
的
に
設
置

し
た
国
営
公
園

■
補

正
予

算
概

要
・
文
化
的
資
産
を

活
か
し
た
地
域
観
光

の
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
強
化
す
る
た
め

、
復
元
建
物
の
修
繕

、
券
売
機
の
多
言
語

化
等
を
実
施

・
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
確
実
に

発
揮
す
る
た
め
、
自

家
発
電
対
応
設
備
、

園
路
の
改
修
を
実
施

・
予
防
保
全
型
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
、
早
期
に
対
策

が
必
要
な
ト
イ
レ
の

改
修
を
実
施事
業

費
：

４
２

０
百

万
円

：
国

営
公

園
区

域

復
元

建
物

修
繕

：
県

立
公

園
区

域

券
売

機
多

言
語

化
自

家
発

電
対

応
設

備
改

修

ト
イ

レ
改

修
【
園

内
全

域
】

園
路

改
修

【
位

置
図

】

佐
賀

県

【
公

園
平

面
図

】

国
営

吉
野

ヶ
里

歴
史

公
園

N

復
元

建
物

劣
化

状
況

（
屋

根
）

復
元

建
物

修
繕

（
イ

メ
ー

ジ
）
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■
概

要
本

地
区

で
は

、
秩

序
あ

る
市

街
化

形
成

を
図

り
計

画
的

な
ま

ち
づ

く
り

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

昭
和

４
７

年
よ

り
区

画
整

理
事

業
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
本

地
区

は
、

幹
線

道
路

、
区

画
道

路
、

公
園

等
の

施
設

が
未

整
備

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

災
害

時
は

危
険

な
状

況
に

あ
る

た
め

、
公

共
施

設
の

整
備

改
善

を
行

い
、

区
画

の
整

備
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

■
整

備
内

容
土

地
区

画
整

理
約

４
９

．
８

ｈ
ａ

■
施

行
期

間
昭

和
６

０
年

度
～

令
和

１
２

年
度

■
事

業
主

体
長

与
町

（
長

崎
県

に
よ

る
受

託
施

行
）

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

土
地

区
画

整
理

事
業

（
高

田
南

地
区

）
【
補

助
】
（
長

崎
県

長
与

町
）

建
政

－
４

こ
う

だ
み

な
み

当
該

箇
所

（
都

）
高

田
越

中
央

線

長
崎

市

長
与

町

JR
道

ノ
尾

駅

写
真

③
道

路
整

備
状

況

写
真

①
宅

地
整

備
状

況

長
崎

県

佐
賀

県

福
岡

県

大
分

県

熊
本

県

鹿
児

島
県宮

崎
県

長
崎

県

さんぜんがくれ

こ
う

だ
ご

え
ち

ゅ
う

お
う

長
与

町
な

が
よ

ち
ょ

う

公
園

公
園

写
真

①

（都）三千隠線

な
が

よ
ち

ょ
う

写
真

②
整

備
前

写
真

②
③

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付
金

の
内

数

な
が

よ
ち

ょ
う
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（
都

）
水

前
寺

秋
津

線
L
=
2,
88
7ｍ

（
W
=2
7.
0ｍ

）
※
土
地
区
画
整
理
事
業
区
間
を
除
く

区
画

整
理

A
=
2
8
.
3
h
a

全
延

長
L
=
約

3.
8
㎞

（
街
路

事
業

L
=約

3
.
1
㎞

、
土
地

区
画

整
理

事
業

L
=
約

7
0
0
ｍ

）

4
4
3

L
=
2
8
0
ｍ
（

W
=
2
2
.
0

ｍ
）

（
都

）
益

城
中

央
線

ま
し

き
ち

ゅ
う

お
う

せ
ん

す
い

ぜ
ん

じ
あ

き
つ

せ
ん

県
道

熊
本

高
森

線
4
車

線
化

緊
急
輸
送
道
路
とし
て
の
防
災
機
能
の
向
上
を図

る
とと
も
に
、創

造
的
復
興
の
シ
ンボ
ル
とな
る

ま
ち
づ
くり
を⽀

援
す
る
た
め
、町

の
中
⼼
軸
とな
る
県
道
熊
本
⾼
森
線
を整

備

益
城

中
央

被
災

市
街

地
復

興
土

地
区

画
整

理
事

業

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

土
地

区
画

整
理

事
業

（
益

城
中

央
地

区
）

【
補

助
】
、

街
路

事
業

（
（
都

）
益

城
中

央
線

ほ
か

１
線

）
【
補

助
】

■
概

要

本
地

区
は

、
平

成
２

８
年

熊
本

地
震

で
最

も
建

物
被

害
が

集
中

し
、

倒
壊

家
屋

に
よ

る
道

路
の

閉
塞

に
よ

り
避

難
経

路
が

確
保

で
き

な
い

な
ど

の
問

題
が

生
じ

た
こ

と
か

ら
、

被
災

し
た

建
物

の
早

期
再

建
と

と
も

に
町

の
都

市
拠

点
と

し
て

快
適

で
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

を
図

る
。

〇
益

城
中

央
被

災
市

街
地

復
興

土
地

区
画

整
理

事
業

■
整

備
内

容
：
土

地
区

画
整

理
約

28
.3

ha
■

事
業

期
間

：
平

成
30

年
度

～
令

和
9年

度
■

事
業

主
体

：
熊

本
県

〇
（
都

）
益

城
中

央
線

ほ
か

１
線

■
整

備
内

容
：
道

路
拡

幅
延

長
L=

3,
16

7m
、

幅
員

W
=

27
.0

m
■

事
業

期
間

：
平

成
28

年
度

～
令

和
7年

度
■

事
業

主
体

：
熊

本
県

建
政

－
５

当
該

箇
所

建
物

及
び
宅
地

擁
壁
の
倒
壊

狭
隘

道
路
沿
い

の
建
物
倒
壊

整
備
状
況
（
安
永
地
区
）

ま
し

き
ま

し
き

熊
本

県

き
や

ま

町
の
中
⼼
部
に
お
い
て
、に
ぎ
わ
い
・健
康
・⽂
化
の
交
流
拠
点
を

整
備

完
成
イメ
ー
ジ

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付
金

の
内

数

（
熊

本
県

熊
本

市
、

益
城

町
）

ま
し

き
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■
概

要

大
分

県
営

城
南

住
宅

の
建

替
事

業
（
昭

和
３

８
～

３
９

年
度

築
１

２
０

戸
）
に

つ
い

て
、

老
朽

化
し

た
高

経
年

の
公

営
住

宅
の

更
新

を
行

う
こ

と
で

、
防

災
性

・
安

全
性

の
向

上
を

図
る

。

■
整

備
内

容
（
建
替
前
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

７
４
９
戸

（
建
替
後
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

７
２
１
戸

■
事

業
期

間
平

成
２

７
年

度
～

令
和

５
年

度
予

定

■
事

業
主

体
大

分
県

■
事

業
内

容

Ｒ
２

進
行

中
の

事
業

：
建

替
（
本

体
工

事
）
１

棟

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

地
域

居
住

機
能

再
生

推
進

事
業

（
荏

隈
･
永

興
地

区
)
【
補

助
】
（
大
分

県
大
分
市
）

建
政

－
６

事
業

箇
所

建
替

後
完

成
イ

メ
ー

ジ

老
朽

化
し

た
県

営
住

宅

事
業

費
：
４

８
百

万
円

え
の
く
ま
・

り
ょ
う

ご
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■
概

要

延
岡

市
営

一
ヶ

岡
Ａ

団
地

の
建

替
事

業
（
昭

和
４

２
～

４
８

年
度

築
３

８
８

戸
）
に

つ
い

て
、

築
５

０
年

を
超

え
、

特
に

老
朽

化
し

た
高

経
年

の
公

営
住

宅
の

更
新

を
行

う
こ

と
で

、
防

災
性

・
安

全
性

の
向

上
を

図
る

。

■
整

備
内

容
（
建
替
前
）
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

７
５
棟

３
８
８
戸

（
建
替
後
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

１
８
棟

３
７
８
戸

■
事

業
期

間
平

成
２

７
年

度
～

令
和

５
年

度

■
事

業
主

体
延

岡
市

■
事

業
内

容

Ｒ
２

進
行

中
の

事
業

：
建

替
（
工

事
・
調

査
設

計
）
４

棟

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

地
域

居
住

機
能

再
生

推
進

事
業

（
延

岡
一

ヶ
岡

地
区

)
【
補

助
】
（
宮

崎
県

延
岡

市
）

建
政

－
７

老
朽

化
し

た
市

営
住

宅

建
替

後
完

成
イ

メ
ー

ジ

事
業

箇
所

事
業

費
：
４

１
百

万
円

の
べ
お
か
ひ
と
つ
が
お

か
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■
概

要

田
口
団
地
ほ
か
近
隣
の
２
団
地
は
昭
和
４
０
～
４
４
年
に
建
設
さ
れ
，
建
設
後
５

０
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら

建
物
や

設
備
の
老

朽
化
・

陳
腐

化
が

進
行
し

て
い

る
。

当
該

３
団

地
を

田
口

団
地

跡
地

に
集

約
し

，
公
営
住
宅
の
更
新
を
行
う
こ
と
で
、
防
災
性
・
安
全
性
の
向
上
を
図
る
。

■
整

備
内

容
（
建

替
前
）

簡
易

耐
火

平
家
建

２
８
戸

（
建

替
後
）

木
造

２
階

建
１

２
戸

■
事

業
期

間
平
成

２
６
年

度
～

令
和

３
年
度

■
事

業
主

体
霧
島

市

【
防

災
・
減

災
・
国

土
強

靱
化

の
推

進
な

ど
安

全
・
安

心
の

確
保

】

公
営

住
宅

等
整

備
事

業
（
田

口
団

地
)
【
補

助
】
（
鹿

児
島

県
霧

島
市

)
建

政
－

８

老
朽

化
し

た
市

営
住

宅
建

替
後

(団
地

内
別

住
棟

の
事

例
)

事
業

箇
所

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
の

内
数

た
ぐ
ち

8


